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   To investigate the secretion of renin from the Leydig cells of human testis, plasma renin 
activity (PRA) in left internal spermatic vein (ISV) and cubital vein (CV) was measured at the 
time of surgical repair of varicocele in 30 patients between 26 and 39 years old. Sixteen of them 
were given a single i.m. injection of hCG (10,000 iu) 4 days before operation, whereas the remaining 
fourteen were not treated. Although mean PRA levels of CV in treated and non-treated groups 
were similar (1.35±0.46 and 1.19±0.59 ng/ml/hr, respectively), mean PRA level of ISV in the treated 
group (2.85±1.15 ng/ml/hr) was significantly higher than that of CV in the same group (1.35± 
0.46ng/ml/hr), and that of ISV in the non-treated group (1.39±0.67 ng/ml/hr) (both P<0.01). 
Mean testosterone level of the same ISV was clearly higher in the treated than in non-treated 
group (P<0.005). These data seem to suggest the secretion of hCG-induced renin from the 
human testis in vivo and the possibility of relation between androgens and secretion of renin. 
                                                   (Acta Urol. Jpn. 35: 997-1000, 1989) 
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緒 言
腎 の 傍糸 球 体 細 胞 よ り産 生 され る レニ ンは340個の
ア ミ ノ酸か らな る分 子 量37,236の蛋 白 ホ ル モ ンで あ り,
循環血 中 に 分 泌 さ れ る と血 漿 中 の レニ ン基 質 で あ る
ア ンギ オ テ ン シ ノー ゲ ンに 酵 素 学 的 に作 用 し,angio-
tensinI(以下AI)を 産 生 す る1).AIはangioten-
sin-convertingenzyme(以下ACE)の 働 きに よ り,
生 物学 的活 性 を 有 す るangiotensinII(以下AII)と
な り,血 管 収 縮 お よび アル ドス テ ロソ分 泌 促進 作 用 を







































いこ とか ら,今 回の対象は精子形成障害が あるもの
























































































































2)末 梢 お よび 内精 静 脈 血 中PRA(Fig.2).
hCG投 与 群 の術 中末 梢 血 中PRAのmean±S.D.
は1.35±0.46,内精 静 脈 血 中PRAは2.85±1.15
(いずれ もng!ml/h)であ り,両 群 間 に 統 計 学 的 有意
差 を 認 め た(p<0.OI).一方,非 投 与 群 の 末檎 血 中
PRAは1.19±0.59,内精 静脈 血 中PRAは1.39±
0.67(いず れ もng/m1/h)であ り,両 者 間 に 統 計 学 的
有意 差 を認 め な か った.ま た 両 群 間の 内精 静 脈 血 中
PRAに 関 して,投 与 群 は非 投 与 群 に 比 較 して,統 計
近藤,ほ か3血漿 レニン活性 ・内精静脈
学的有意に高値を示 した(p<0.01).このことはレニ
ソの産生にhCG依 存性があることを示唆している.



















4)内 精 静 脈 血 中P.値(Fig・4)・






ンの存在が報告され,さ らに ヒトについても,下 垂
体,甲状腺,副 腎,前 立腺,胎 盤,お よび精巣ライデ
ィッヒ細胞内の レニンの局在が確認されて いる7).こ
999
れ らの レニ ンが,実 際 に お の お の の局 所 で 産 生 され て
る のか,あ る い は循 環 血 中 レ ニ ンの細 胞 内へ の取 り込
み か とい う点 に 関 し議 論 され て きた が,最 近 レニ ンの
cDNAプ ロー ベを 用 い たhybridization法に よ り,
局 所 で の レニ ン合 成 が 証 明 され て い る12)しか しなが
ら この 合成 課 程 の 詳 細 や,そ の コ ン トP一 ル機 構 に つ
て は まだ不 明 な点 が 多 い.最 近 ラ ッ トの ライ デ ィ ッ ヒ
細 胞 中 に は,AIやAII,さ らにACEも 存 在 して い
る こ とが 示 され13),とくにAIIの 細 胞 内合 成 が 確 認
され た こ とに よ り,細 胞 内R-A系 の存 在 とそ の 生 理
的 意 義 が 注 目 され 始 めた.さ らに ラ ッ トの培 養 ライ デ
fノ ヒ腫 瘍 細 胞 を用 いた 実 験 で も,hCGに 依存 した
PRAの 著 明 な上 昇 と,AI,AIIの 生 合 成 が 確 認 さ
れ た6).
われわれは,以前 ヒト精巣よりのレニンの産生,分
泌を知 る 目的 で,hCG負 荷 に よる内精静脈血中
PRAを 測定 した14)症例を追加 した今回の結果で
も,hCG投与によって,非 投与群より,および末梢
血より有意に高いPRA値 を示した ことは,ヒ ト精




























的 意 義 の解 明 は興 味 深 く,今 後 のinvivo,invit「o
の成 果 を 期 待す る と ころ で あ る,
結 語
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